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（ 2）キワのうちオキ側のところ（キワ・オキ）、水深 20 mあたりのネ。（ 3）民俗空間で































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































a. 民俗空間のキワのうち陸からもっとも近いところ（キワ・キワ）、水深 20 m未満の浅いところに
あるイソネ。
b. キワのうちオキ側のところ（キワ・オキ）、水深 20 mあたりのネ。
c. 民俗空間でいうオキからダイナンにかけて、水深 20 m超で 200 mくらいまでの突出して浅く
なっているところにできるネ。
　この 3類型に対応させて、漁場認識のあり方を、（ 1）ネの名称、（ 2）ネの位置特定、（ 3）ネ












































































（ 6）モグリ漁は水深 5～ 6尋（ 7～ 11 m）を境にして、それより浅場でおこなうのがキワモグリ、またそれより
深場でおこなうのがオキモグリとなる。キワモグリは別名タルモグリというのに対して、オキモグリは別名ホン
ドンモグリ（フンドンモグリ）という。それはフンドン（分銅：重り）を使って一気に 6尋から 15尋（ 9～
23 m）も潜っておこなうためである。
（ 7）キワではエビアミなどもおこなわれるが、百姓漁師が継続的に世代を超えておこなってきた漁はミヅキとモ
グリの組み合わせであるといってよい。
（ 8）ヒロという単位は両手を広げたときの長さに由来する身体尺であるため、人によりその長さが異なる。また
視認することのできる範囲も目の良し悪しで異なる。したがって、オキとキワとの境界は 1本の線で截然と分け
られるようなものではなく、人間側の条件とともにその日の天候や潮の良し悪しなどによっても影響されること
になり、ある程度の幅を持っている。
（ 9）オキではカツオ一本釣やイワシ巻網といった大型の漁もおこなわれていたが、それは基本的に会社経営の集
団漁であった。
（10）海上での伝統的な位置確認法は単にヤマと称されることが多いが、ヤマという言葉は佐島では多様な意味で
用いられているため、本稿ではあえてヤマアテと表記する。
（11）キワ・キワおよびキワ・オキは民俗用語としてあるわけではない。便宜的に筆者が漁場利用のあり方をもと
にしてキワ空間を類別化するために造語したものである。
（12）海底での岩の状況が陸上の山との関係で語られるのは興味深い。佐島の世界観では、海底の微地形は遠望で
きる大地形と関連していると認識されている。
（13）明治期には佐島においてもヤンノーと呼ぶカツオ一本釣の船が 2艘あり、黒潮本流のダイナンのネまで行っ
てはカツオ漁をおこなっていた。それが暴風による難船が 2年続き多くの死者をだしたため、以後その漁は途絶
えてしまった。
（14）海図に載るネの名称としては、発見者（船）の名称とともに、それまで漁業者等により用いられてきた慣行
名が採用されるようになっている（海上保安庁水路部、1972）。
（15）大楠漁業協同組合は、昭和 43年（1968）に横須賀市西部地区の佐島、蘆名、秋谷の 3漁協が合併して設立
された。合併当時、漁業者数・漁獲高とももっとも大きかった佐島に大楠漁協の本部が置かれ、そこには水揚げ
された魚の競りをおこなう卸売市場が設けられた。実態としては佐島漁協が隣接する小漁協を吸収して大楠漁協
となったといえる。
（16）現状では漁協にマエハマの利用に関する新たな取り決めを示す文書はない。合併後のある時期にそうした文
章が作られたかどうかも不明である。そのため、今後また村間の解釈に隔たりが生じる可能性は大きい。とくに
オーネとコーネという区別が現状ではほとんどなくなっていることやそのことに起因してマエハマの領域が不分
明になってきていることも、そうした解釈の曖昧化を招く原因となりえる。
（17）象徴的なこととしては、明治期には長井には米屋が 8軒もあったとされる。
（18）長井＞佐島＞蘆名という暗黙の力関係は、1968年の横須賀西部地区で漁業集落毎にあった漁協を統合すると
きに顕在化する。結局、長井は単独の漁協のままで残り、佐島と蘆名はさらに久留和と秋谷を加えて合併し現在
の大楠漁協になった。
　百姓漁師の漁場認識
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